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平
成
２２
年
４
月
２０
日
、
東
京
都
港
区
明
治
記
念
館

「若
竹
の
間
」
に
於
い
て
平
成
２２
年
度
の
第

一
回
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
今
回
の
議
長
を
務
め
る
澤
野
道
玄
前
会
長
に
よ
り
、
平
成
２‐
年
度
の
事
業
報
告
が
さ
れ
た
後
、

原
　
登
新
会
長
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
平
成
２２
年
度
の
研
修
事
業
や
会
則
の
改
訂
な
ど
６
つ
の

議
事
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
新
体
制
と
な
る
に
あ
た
り
、
有
限
会
社
齋
藤
漆
工
芸
が
新
た
に
理

事
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
総
会
終
了
後
に
は
、
理
事

一
同
で
文
京
区
の
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術

協
会
本
部
、
文
化
庁
へ
と
ご
挨
拶
に
伺
い
ま
し
た
。

文
化
庁
で
は
、
今
後
の
社
美
協

の
在
り
方
に
つ
い
て
武
内
正
和
文

化
財
調
査
官
か
ら
助
言
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
調
査
官
は
過
去
３
年
間

の
補
助
事
業
を
振
り
返

っ
た
上
で
、

保
存
技
術
に
対
す
る
よ
り
深
い
理

解
を
養
う
た
め
に
も
、
現
物
を
前

に
し
た

「実
地
研
修
」
の
重
要
さ

を
説
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今

後
も
そ
う
い
っ
た
場
で
の
技
術
者

・

設
計
監
理
者
の
両
者
を
交
え
た
意

見
交
換
を
活
発
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
を

養
う
と
同
時
に
、
技
術
の
向
上

へ

と
繋
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
、
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
お
話
は
修
理
の
実

状
に
も
及
び
、
文
化
財
の
修
理
方
針
策
定
根

拠
を
社
美
協
の
会
員
同
士
で
共
有
し
、
ま
た
、

基
準
を
明
確
化
し
て
い
く
よ
う
に
と
、
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。＊

秋
に
は
会
員
研
修
と
時
期
を
同
じ
く
し

て
、
第
二
回
通
常
総
会
が
１０
月
２３
日
に
静
岡

市
奏
区
の
静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島
屋
で

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
規
賛
助
会
員
申
請
、
協

議
会
で
保
有
す
る
研
修
備
品
や
資
材
の
保
管

先
と
管
理
方
法
と
い
っ
た
議
事
の
他
、
話
題

は
多
岐
に
及
び
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
の
新

規
賛
助
会
員
の
申
請
は
、
投
票
の
結
果
、
否

決
と
な
り
ま
し
た
。
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「伝
統
の
名
匠
」
展
は
、
全
国
の
保
存
技

術
団
体
が

一
堂
に
集
結
し
、
国
内
に
お
け
る

文
化
財
の
修
理
や
材
料
、
道
具
な
ど
に
関
す

る
現
状
を
関
係
者
、
ま
た

一
般
の
方
々
に
も

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
趣
旨
で
毎
年

文
化
庁
の
主
催
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２２
年
度
は
、
平
城
遷
都
１
３
０
０
年

記
念
事
業
で
賑
わ
う
奈
良
県
奈
良
市
の
平
城

宮
跡
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
漆
塗
り
、

彩
色
、
金
具
、
丹
塗
の
四
部
門
を
有
す
る
当

協
議
会
で
は
、
多
種
多
彩
な
展
示
物
と
彩
色
・

金
箔
押
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森

今
年
度
も

ふ
る
さ
と
文
化
財
の

森

『文
化
財
建
造
物
保
存
活
用
公
開

セ
ミ
ナ
ー
』
が
公
益
社
団
法
人

全

国
社
寺
等
屋
根
工
事
技
術
保
存
会
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
京
都
市
文
化
財
建
造
物
保

存
技
術
セ
ン
タ
ー
を
第

一
会
蛎
、
清

水
寺
の
境
内
を
第
二
会
場
、
と
二
ヶ

所
に
分
か
れ
て
の
開
催
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
地
と
ス
ペ
ー
ス
を
活
か

し
た
展
示
と
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
実
施
し
ま

し
た
。
第

一
会
場
で
は
、
パ
ネ
ル
解
説
や
丹

塗
施
工
模
型

・
手
板
、
材
料

・
道
具
を
並
べ
、

見
て
、
読
ん
で
情
報
を
得
る

「展
示
」
を
主

体
に
、
漆
、
彩
色
、
丹
塗
各
部
門
の
お
仕
事

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

一
方
、
第
二
会
場
と
な
っ
た
清
水
寺
境
内

で
は
実
際
の
作
業
の

一
端
に
触
れ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
「絵
馬
の
彩
色
」
と

「金
箔
押
し
」

を
実
技
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
日
替
わ
り
で

設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ш 歩 箪      呼

普
段
馴
染
み
の
あ
る
絵
具
と
は
違
い
、
初
め
て
日
本
画
画
材

に
触
れ
ら
れ
る
方
も
多
く
、
そ
の
色
づ
か
い
、
細
い
塁
線
の
描

き
か
た
等
、
指
導
員
に
積
極
的
に
質
問
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
来
場
の
方
に
は
、
「清
水
寺
に
観
光
に
訪
れ
、
思
い
が
け

ず
こ
う
い
つ
た
日
頃
体
験
で
き
な
い
機
会
が
も
て
た
こ
と
は
良

か
っ
た
」
と
の
声
も
あ
り
、
ま
た
、
久
々
に
筆
を
握
ら
れ

一
時

間
に
亘
る
大
作
を
完
成
さ
せ
、
晴
れ
や
か
に
テ
ン
ト
を
後
に
し

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
通
じ
、
テ
ン
ト
内
で
展
示
し
ま
し
た

組
物
を
は
じ
め
建
造
物
彩
色
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
意
義
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
金
箔
に
触
れ
て
、
箔
押
し
を
体
験
す
る
機
会
と
い
う

も
の
は
な
か
な
か
な
い
た
め
、
体
験
に
訪
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら

は
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
と
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
事
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
今
回
は
屋
外
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ

っ
た
の
で
、

現
場
で
の
手
作
業
の
球
し
さ
も
感
じ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
清
水
寺
と
い
う
、
国
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

方
が
訪
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
例
年
に
比
べ
て
体

験
者
数
が
多
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

よ
り
多
く
の
人
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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今
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま

っ
た
、
建
造

物
装
飾
修
理
用
資
材
等
調
査
研
修
会
で
は
、

第

一
回
目
と
し
て
文
化
財
修
理
の
現
場
で
遭

遇
す
る

「カ
ビ
被
害
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
、
東
京
文
化
財
研
究
所

名
誉
研
究
員
の

新
井
英
夫
氏
、
文
化
庁
文
化
財
部

調
査
官

の
武
内
正
和
氏
、
有
限
会
社

川
面
美
術
研

究
所

主
任
研
究
員
の
松
村
年
恒
氏
ら
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
６
名
の
研
修
生
と
、
文

化
財
関
係
各
位
を
含
む
傍
聴
生
の
総
勢
２３

名
で
講
義
、
現
地
視
察
を
交
え
た
検
討
会

を
行
い
ま
し
た
。

検
討
会
の
時
間
内
で
は
、
「カ
ビ
被
害
」

に
対
す
る
確
実
な
解
決
策
を
導
き
出
す
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
研
修
で
は
文

化
財
関
係
の
方
々
、
専
門
家
、
所
有
者
、

そ
し
て
技
術
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
体

験
談
や
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
、
改
め
て

本
テ
ー
マ
が
深
刻
な
問
題
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
共
通
し
て
認
識
し
、
今

後
の
活
発
な
情
報
共
有
と
対
応
策
の
必
要

性
を
印
象
付
け
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

建
造
物
装
飾
修
理
用
資
材
等
調
査
研
修
会

～

「彩
色

・
用
塗
施
工
現
場
に
お
け
る
カ
ビ
問
題
」
検
討
会
～

平
成
２２
年
６
月
２８
日

（月
）
～
６
月
２９
日

（火
）

京
都
府
立
総
合
福
祉
会
館

「
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
」
（京
都
市
）

石
清
水
八
幡
宮

（京
都
府
八
幡
市
）

朱
智
神
社

（京
都
府
京
田
辺
市
）

【参
加
事
業
所
】
硼
片
山
、
同
川
面
美
術
研
究
所
、
ｍ
小
西
美
術
工
藝
社
、

同
齋
藤
漆
工
芸
　
開
さ
わ
の
道
玄
、
邑
田
漆
芸
棚

所 間

‐

　

―

―

―

―

　

　

　

―

　

　

　

　

　

―
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―

　

‐

‐

　

‐

―

　

　

十

　

１

　

　

　

‐

　

‐

‐

　

‐

十

　

　

　

　

‐

‐

十

一

【期
　
　
　
間
】
平
成
２２
年
１０
月
２２
日

（金
）
～
１０
月
２３
日

（土
二

【場　
巨
噺
睡
謂
暁
田章
）
　

一

久
能
山
東
照
宮

（静
岡
市
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

【参
加
事
業
所
】
伽
片
山
、
開
大
谷
相
模
檬
鋳
造
所
　
　
　
　
　
　
　
　
一

同
川
面
美
術
研
究
所
、
閉
小
西
美
術
工
藝
社
、　
　
　
・

日
齋
藤
漆
工
芸
、
開
さ
わ
の
道
玄
　
　
　
　
　
　
　
　
一

側
は
せ
が
わ
美
術
工
芸
、
邑
田
漆
芸
旧
、

開
森
本
鋳
金
具
製
作
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

今
年
度
の
会
員
研
修
会
で
は
、
社
団

法
人

全
国
国
宝
重
要
文
化
財
所
有
者

連
盟

事
務
局
長
の
後
藤
佐
雅
夫
先
生

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
静
岡
県
内

の
代
表
的
な
社
殿
を
廻
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

各
現
場
で
は
ご
神
職
さ
ま
よ
り
社

殿
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
案
内
頂
い
た

後
、
後
藤
先
生
か
ら
は
建
物
の
様
式
や

各
部
位
に
見
ら
れ
る
時
代
判
定
の
ポ

イ
ン
ト
と
い
っ
た
見
学
す
る
際
の
見

所
を
分
か
り
や
す
く
ご
解
説
頂
き
ま

し
た
。
二
日
目
に
訪
れ
た
久
能
山
束
照

宮
は
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
直
後
の
訪

問
と
な
り
、
社
美
協
か
ら
も
祝
辞
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全員研修会

江戸翔期の装飾建築

【静岡県】

●平成 22年度 社寺建造物美術協議会 事業報告●

●丹塗研修会―掻き落とし作業一 於 京都府石清水八幡宮手水社

0丹塗研修会―丹塗作業一 於 京都府 石清水八幡宮手水社

第1回通常総会 於 東京都 明治記念館

第1回理事会 於 メルパルク京都

文化財修理技術保存連盟 理事会 於京都市文化財保存技術研修センター

第2回理事会 於 ハートピア京都

●建造物装飾修理用資材検討調査研修会 於 ハートピア京都、京都府石清水八幡宮、朱智神社

文化財修理技術保存連盟 理事会 於 京都市文化財保存技術研修センター

第3回理事会 於 品川インターンティ

●後継者養成実技研修 (mさわの道玄 :京都伝統工芸大学校)

京都府文化財所有者等連絡協議会 総会 於 京都府 平安会館

文化財修理技術保存連盟 理事会 於 京都市文化財保存技術研修センター

●後継者養成実技研修 (酬小西美術工藝社 :ものつくり大学)

●後継者養成実技研修 (lMlさわの道玄 :大阪成殴大学)

全国文化財保存技術連合会総会 於 奈良文化財研究所

文化財保存技術2010～文化財を支える「伝統の名匠」～ 於 奈良県平城宮跡

第4回理事会 (通信)

0会員研修 於 静岡県 富士山本宮浅間大社、静岡浅間大社、久能山東照宮

第2回通常総会 於 静岡グランドホテル中島屋

ふるさと文化財の森 『文化財建造物保存活用公開セミナー』 於 清水寺、京都市文化財保存技術研修センター

●総合技術研修 ―漆― 於 京都市 護王神社

文化財修理技術保存連盟 理事会 於 ルビノ京都堀川

0総合技術研修 ―金箔一 於京都市 護王神社

文化財修理技術保存連盟 理事会 於 京都市文化財保存技術研修センター

京都府文化財所有者等連絡協議会研修会 於 三宅八幡神社

文化財修理技術保存連盟 理事会 於京都市文化財保存技術研修センター

●建造物装飾模型製作研修 於 llkl小西美術工藝社 日光工房

伝統技術保存団体連絡協議会 於 ルビノ京都堀川

京都府文化財保護推進会議 於宗教法人醍醐寺 三宝院

第5回理事会 於 メル/勘 レク京都

鋼仲れ
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本
体
と
な
る
模
型
は
小
倉
建
築
設
計
事
務

所
の
小
倉
義
人
氏
ら
の
手
で
施
工
、
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
監
修
に
は
公
益
財
団
法
人

文
化

財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
の
窪
寺

茂
氏
を

迎
え
、
株
式
会
社
小
西
美
術
工
芸
社

日
光

工
房
に
て
第

一
回
目
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。初

年
度
と
な
る
今
年
は
、
窪
寺
先
生
よ
り

建
築
装
飾
の
歴
史
的
展
開
や
技
法
に
つ
い
て

の
講
義
を
頂
戴
し
、
２
日
目
か
ら
は
参
加
し

た
４
部
門
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
生
が
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
模
型
の
施
工

・

装
飾
内
容
を
検
討
し
て
い
き
ま

し
た
。

江
戸
初
期

（
１７
世
紀
前
後
）

を
想
定
し
た
意
匠
を
完
成
し
た

姿
と
工
程
の
両
方
で
表
す

「資
料

模
型
」
と
し
て
施
工
し
て
い
く
と

い
う
施
工
註
回
は
、
年
度
末
の
理

事
会
で
承
認
さ
れ
、

２３
年
度
は
漆

の
下
地
付
け
よ
り
実
技
研
修
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

平成 22年度 研修事業参加者人数集計結果

lMl大谷相模縁鋳造所 1

lMl片 山 1 4 4

ltl川 面美術研究所 3

岸野美術漆工業lMl 0 0

lMl小西美術工藝社 5 5 7

ltl齋藤漆工芸 2 4

lMlさかい 1 1 0 5

l■lさわの道玄

lMl塩尻。木曽地域地場産業振興センター 7 2 2

lMlはせがわ美術工芸 2 1 7

lMl細 川社寺巧芸社 0

邑田漆芸伽 1 3 3

lMl森本鋳金具製作所 1 2 1

ltl横山金具工房

平成23年度 社寺建造物装飾技術者研修事業計画 (回庫補助事業 )

伝承者の養成

1.建造物装飾修理用資材検討調査研修会 研修期間 :平成 23年 10月 5日～ 10月 7日 (予定 )

◇研修内容 初級・中級技術者を対象とし、漆や膠、地金などの建造物装飾修理に欠かせない材料について、部門ごとに講

師を招き、その現状や問題点を検討し、改善策を立て、今後の修理に生かす。

2.会員研修会 研修期間 :平成 23年 10月 14日～ 10月 15日

◇研修内容 古社寺を訪ね、伝統建造物に於ける装飾分野の研鑽を深め、日本文化への更なる広い視野を持った人材を養成

する。

3.後継者養成実技研修会 研修期間 :平成 23年 7月～平成 24年 2月 (こ の間の 10日間程度で実施)

◇研修内容 各種美術工芸教育機関と連携し、文化財建造物装飾に関心のある後継者を会員各事業所にて受け入れ、仕事の

実際を体験してもらうことで、将来の後継者養成に繋げる。

4.固有技術向上研修会

●丹塗技術研修会 研修期間 :平成 23年 6月～9月 (この期間の10日間程度で実施)

◇研修内容 月塗技術の実作業であるケレンから仕上げまでを、大原野神社 (京都市)神門と透塀を教材に実技研修する。

●彩色技術 。調査研修会 研修期間 :平成 23年 11月 17日～ 19日 (予定)

◇研修内容 建造物彩色技術研鑽を目的とした調査、実技研修を行う。また、関係講師を招いて、本分野の見識を高める。

●金工技術研修会 研修期間 :平成 23年 9月 2日～9月 3日

◇研修内容 初任 。中級技術者を対象とし、製作現場や関係機関を訪れ、金工技術の見識を深める。

●建造物装飾模型製作研修 研修期間 :平成 23年 7月 18日～21日 (予定 )

◇研修内容 伝統建造物の模型を作成し、各部P日の装飾施工を行う。模型製作を通じ、技術者の技術・技能の練磨を目指

す。製作後の模型は展示に使用し、建造物装飾の技術や文化建造物保存への理解を広 く世に伝える。

昨
年
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
ニ
カ
年
企

画
の
総
合
技
術
研
修
は
、　
一
年
時
に
護
王
神

社
様
祈
願
殿
に
奉
鎮
す
る
神
殿
を
解
体
し
、

各
事
業
所
で
担
当
部
材
を
漆
塗

（中
塗
ま

で
）
、
彩
色
施
工
し
、
本
年
度
の
研
修
で
は
、

各
部
材
を
集
め
、
現
地
で
漆
上
塗
り
研
修
、

金
箔
押
し
研
修
を
２
回
に
分
け
て
実
施
し
ま

し
た
。
神
殿
は
弁
柄
漆
塗
り
の
仕
様
に
総
数

７
０
０
枚
の
金
箔
、
背
面
の
御
扉
に
は
護
王

神
社
の
脊
属
で
あ
る
イ
ノ
シ
シ
の
彩
画
の
仕

上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

神
明
造
の
社
殿
で
は
、
通
常
、
漆
塗
り
や
金

箔
な
ど
の
装
飾
を
施
し
ま
せ
ん
が
、
研
修
と
い

う
こ
と
で
、
神
社
様
に
も
ご
了
承
を
得
、
自
由

な
装
飾
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
平
成
２３
年
３
月
に
竣
工
を
迎
え
た
祈
願
殿

は
、
地
元
紙
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
本
研
修
に

つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

【期 間】平成22年 11月 9日 (火)～ 11月 12日 (金 )

【講 師】山下忠彦(邑田漆芸株式会社)

【参加事業所】

lul塩尻・木曽地域地場産業振興センター、llll小西美術
工藝社、酬さわの道玄

【期 間】平成22年 12月 1日 (水)～ 12月 3日 (金 )

【講 師】浅見紀子 (有限会社浅見箔)

【参加事業所】

佃〕塩尻・木曽地域地場産業振興センター、lMl小西美術

工藝社、l●l齋藤漆工芸、lltlさわの道玄、邑田漆芸lul

【場 所】護王神社 (京都市上京区)

建
造
物
装
飾
模
型
製
作
研
修

【期
　
　
　
間
】
平
成
２３
年
２
月
２４
日

（木
）
～
２
月
２６
日

（土
）

【場
　
　
　
所
】
閉
小
西
美
術
工
藝
社

日
光
工
房

（栃
木
県
日
光
市
）

【監
修

・
講
師
】
窪
寺
　
茂

（公
益
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
）

【参
加
事
業
所
】
開
片
山
、
同

川
面
美
術
研
究
所
、
硼
小
西
美
術
工
藝
社
、
硼
さ
わ
の
道
玄

２２
年
度
か
ら
２６
年
度
の
５
年
間
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
開
始
し
た
建
造
物
装
飾
模
型
製

作
研
修
は
、
漆

・
彩
色

・
丹
塗

・
金
具
の
４

部
門
で

一
つ
の
模
型
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う

も
の
で
す
。
各
部
門
の
技
術
を
集
大
成
し
た

模
型
製
作
を
通
し
、
技
術
者
の
技
術
を
継

承

・
練
磨
し
、
ま
た
製
作
後
に
は
模
型
を
展

示
す
る
こ
と
で
、　
一
般
の
方
に
我
々
の
仕
事

を
知

っ
て
頂
き
た
い
、
と
い
う
思
い
か
ら
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

鋼
:ぃ
ドら

に]約
引 舞



社寺建造物美術協議会 名簿

平成23年 3月

lMl大谷相模縁鋳造所
大谷哲秀

(大谷秀―)

〒5370011 大阪市東成区東今里 2620
TEL.06-6971-6571

FAX 06-6971-6511

lMl 片 山 片山富夫 〒6018303 京都市南区吉祥院向田東町 10
TEL.075-322-1236

FAX 075-316-6333

l●l川 面美術研究所 荒木 かおり 〒616-8242 京都市右京区鳴滝本町 69-2
TEL 075-464-0725

FAX.075-464-0099

岸野美術漆工業 lMl 岸野 勲 〒3211404 栃木県日光市御幸町 587-2
TEL.0288-53-3366

FAX.0288-54-0072

lMl塩 尻・木 曽地域
地場産業振興センター 小口利幸 〒3996302 長野県塩尻市木曽平沢 22727

TEL.0264-34-3888

FAX 0264-34-2832

lMl小 西美術工藝社 小西美奈 〒1080014 東京都港区芝牛4-5 三田KMビル 3階
TEL.03-5765-1481

FAX 03-3455-9250

同 齋 藤 漆 工 芸 齋藤敏彦 〒2500631 神奈川県足柄下郡箱根町仙石原 1285381
TEL 0460-84-2802

FAX 0460-84-0770

lMlさ か い 酒井清裕 〒520-2331 滋賀県野洲市小篠原 7-1
TEL 0775-87-1178

FAX.0775-87-5355

lMlさ わ の 道 玄 澤野道玄 〒6048232 京都市中京区錦小路通油小路東入る空也町 491
TEL 075-254-3885

FAX,075-254-3886

mはせがわ美術工芸
清原久視
(田鹿秀夫)

〒822-0011 福岡県直方市大字中泉今林 885-26
TEL.0949-24-7211

FAX.0949-24-7221

lMl細 川社寺巧藝社 細川夫美子 〒 651-2242 兵庫県神戸市西区井吹台東町 1-513-301
TEL.078-997-7178

FAX 078-997-7179

邑 田 漆 芸 lMl 邑田正廣 〒607-8355 京都市山科区西野大鳥井町 118-45
TEL.075-591-4137

FAX 075-502-0638

lMl森本鋳金具製作所 森本安之助 〒 600-8321 京都市下京区楊梅通西洞院東入る八百屋町 59
TEL 075-351-3772

FAX 075-361-8877

lal横 山 金 具 工 房
横山智明
(横山義雄)

〒601-8394 京都市南区吉祥院中河原里北町 143
TEL.075-325-4861

FAX.075-325-4862

０
０
０
０

今
年
度
か
ら
事
務
局
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
暗
中
模
索
な
が
ら
、
前
事

務
局
の
四
元
さ
ん

（開
さ
わ
の
道
玄
）
、

関
西
事
務
局
の
山
本
さ
ん

（□
川
面
美

術
研
究
所
）
、
そ
し
て
理
事

。
会
員
の
皆

様
か
ら
の
ひ
助
言
に
よ
り
、
な
ん
と
か

一
年
目
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

２３
年
度
も

一
層
精
進
い
た
し
ま
す
の

で
、
ひ
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
（須
田
）

お知 らせ

当
協
議
会
会
員
の
酒
井

清
様
が

去
る
平
成
２２
年
７
月
２
日
に
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。　
　
　
最
介
　
・

Ｗ介‐／
Ｊ
．　け
‐

ヾ
　
　
　
　
　
　
、

彰一介
　
ψ

翠
・

一去
る
平
成
２２
年
５
月
７
日
、
銃

職
の
第

一
人
者
で
あ
り
、
当
協
議

会
副
会
長
の
森
本
大
隆
様
が
四
代

目

安
之
助
を
襲
名
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鋼仲ギら
に


